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* 本研究は，2014年 3月 18日に国立国語研究所で開催された「大規模経年調査プロジェクト研究発表会」お
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番号 場面名 概要 相手
101 道教え【応答】 道を聞かれて教える 旅の人・男性・20–30代
102 振込用紙【依頼】 振込用紙をくれるよう頼む 局員・男性・20–30代
103 荷物預け【依頼】 荷物を預かってくれるよう頼む 店員・男性・20–30代
104 傘忘れ【注意】 傘を忘れたことを注意・指摘する 見知らぬ人・男性・30代
105 先生【応答】 昔の先生の質問に答える 恩師・男性・50代
106 新聞代【依頼】 集金の間違いを確認するよう頼む 集金人・男性・20–30代
107 議事堂【依頼】 道を尋ねる 見知らぬ人・男性・20–30代
108 医者【依頼】 医者に往診を頼む 医者・男性・50代
109 席譲られ【応答】 席を譲られて断る 学生・男性・10代
110 おつり【依頼】 おつりの間違いを確認するよう頼む 店員・女性・30代
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第 3次調査において，過去の調査（第 1次と第 2次のいずれかまたは両方）に参加した経験のあ
る継続回答者のサンプルである。このうち，本研究で分析対象とするのはランダムサンプルであ
る。第 1次調査のサンプルには，調査時点での年齢が 60代の話者が 28名含まれていたが，この
年代の話者の人数が他の年代に比べて少ないため分析対象から除外した。その結果，分析対象と
した被験者数は，第 1次が 401名，第 2次が 400名，第 3次が 306名である。
　以上のサンプルのうち，第 1次調査のものは，さらに「本グループ」と「比較グループ」に分
かれる。これは被調査者への面接調査を実施した調査員の違いによるグループ分けであり，前者
の調査員は研究者，後者の調査員は学生である 2。本グループを P（properあるいは professionalの
略），比較グループを C（controlあるいは collegeの略）と呼ぶ。第 1次サンプルの内訳は，1次



























3  第 1次と第 2次の調査報告書の丁寧さの段階付けは野元菊雄氏の判定による（国立国語研究所 1957，
1983）。本稿で用いる段階付けは，これらの調査報告書の値ではなく，第 1次・第 2次調査の資料を松田謙
次郎氏が再判定したものである。
 柳村　裕／国立国語研究所論集 8: 177–196 (2014) 181
なものであるという前提のもとで議論を進める。丁寧さ各段階の例を以下に示す。いずれも道教
え【応答】場面の例である。
丁寧さ 1  「まっすぐ北へ行って頂くと橋がございます」
丁寧さ 2  「あの橋が明代橋です」


























ている（1次 Cと 1次 Pの調査年はどちらも 1953年だが，見やすさのために 1次 Cをずらして
1950年に配置した）。第 1次と第 2次の間隔は 19年，第 2次と第 3次は 36年である。
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図 1　調査次による丁寧さの差異
 （白抜きのプロットは 1次 Cを表す。
 黒いプロットは左から順に 1次 P，2次，3次を表す。）
　図 1より，全体として，丁寧さが数十年にわたって増加していることが分かる。第 1次から
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図 2　調査次による丁寧さ 3段階の割合の変化
　図 2より，最も丁寧である丁寧さ 1の割合がわずかに増加し，最もぞんざいである丁寧さ 3の
割合がわずかに減少していることが分かる。カイ二乗検定の結果，調査次間での丁寧さ各段階の






した。第 1次調査の値はさらに Pと Cを区別した。その結果 4本の曲線が表示され，それぞれ
第 1次 P，第 1次 C，第 2次，第 3次の丁寧さを表す。なお，横軸の生年は，各調査時点におけ
る話者の年齢に置き換えることができる。すなわち，生年が早い（図の左側）ほど調査時点での
年齢が高く，生年が遅い（図の右側）ほど年齢が低い。各プロットが表す年齢は，調査次ごとに
以下のようになっている。第 1次は，Pと Cのいずれも，10代（各曲線の右端）から 50代（各
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図 3　生年による丁寧さの差異
 （点線は 1次，破線は 2次，実線は 3次を表す。










や低くなる。丁寧さが最も高くなる年齢は，第 1次および第 3次調査では 40代，第 2次調査で
は 60代である。
　第 1次の Pと C，および第 2次の 3本の曲線は，ほぼ同様のパターンを示すが，丁寧さの高さ（図
中の上下位置）にはわずかに差があるように見える。第 1次ではCよりもPのほうが丁寧さが高い。
つまり，調査員が学生である場合よりも，調査員が研究者である場合のほうが，より丁寧な回答
が提示されたわけである。そして，その両者のほぼ中間に第 2次の曲線が位置する。第 1次の P
と Cの話者数はほぼ同数であるので，両者を平均すると，第 2次との差がそれほど大きくならない。
　次に，同一生年話者の丁寧さを調査次間で比較する。すなわちコウホート比較である。1930
～ 1960年に生まれた人たちは，第 2次調査では若年層として，第 3次調査では高年層として，2
度の調査の対象になった。さらに，1930年代生まれの話者は第 1次調査にも 10代として参加し
















を避けるために Cを除いて，Pの平均値のみを表示した（同様に第 1次の Pと Cを区別してい
ない図 5についても，第 1次は Pのみの値である）。
図 4　丁寧さの場面による差異と場面ごとの経年変化














1次と第 3次の間で場面ごとの丁寧さを比べることにする。図 5は，場面ごとに，第 1次（Pのみ）
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を踏まえて再び図 5を見ると，五つの依頼場面のすべてにおいて，第 1次から第 3次にかけて丁
寧さが増加したことが分かる。丁寧さが増加した 7場面のうちで，5場面が依頼場面である。そ



















 （白抜きのプロットは 1次 Cを表す。
 黒いプロットは左から順に 1次 P，2次，3次を表す。）
　図 6から以下のことが読み取れる。まず，すべての調査次において丁寧さは性別によって異な
り，一貫して女性のほうが高い。調査次と性別を独立変数とした分散分析の結果，丁寧さに対す








































かに第 3次調査で増加するものの，第 3次の丁寧さは第 1次のそれと同程度である。中学歴では
















　低学歴の話者は，第 1次調査の時点では全体の約 60～ 70%を占めていたが，第 3次では約































 （白抜きのプロットは 1次 Cを表す。
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Changes in the Politeness Level of Utterances and Social Factors:  
A Report from the Okazaki Survey on Honorifics
YANAGIMURA Yu
Adjunct Researcher, Department of Language Change and Variation, NINJAL
Abstract
This paper reports a temporal change in the politeness level of utterances using data from the 
Okazaki Survey on Honorifics (OSH). It is shown that the politeness level of utterances has 
increased over the past decades, in particular since the second survey in 1972. Those who were born 
in the 1940s, having participated in the survey three times, increased their politeness level. This 
indicates that speakers modify the politeness level of the honorifics they use during their life course 
and demonstrate a case of late adoption. Moreover, older speakers have the tendency to use more 
polite forms than younger speakers do.
  Regarding the factors controlling the use of honorifics, it seems that speakers have been 
shifting the relative importance of power to solidarity in deciding how polite they should be in a 
particular situation.
  With regard to the social characteristics of speakers, this paper observes that females are more 
polite in their use of honorifics than males are, and speakers with high academic backgrounds are 
more polite than those with low academic backgrounds are. Furthermore, the temporal change in 
the politeness level also depends on the following social variables: an increase in the politeness level 
is caused mainly by male speakers and an increased ratio of highly educated speakers, who use more 
polite forms of honorifics.
Key words: honorifics, politeness, language change, social variable of speaker, situation
